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　A
“
Drug　infomla匸ion　br〔，chure 　for　inpa且ients　undergoing 　CHOP 　therap ジ was 　prcparcd　in　ordcr

’
to 【τ1inimize

htcr−individual　di「ference　in　pham 〕accutica 【care 　 and 　drug　 coEISUtt21tiOll　by　 clinical 　phannacis【s　 and 【o　 ensure

the　accura1e 　undcrstanding 　of 　the　pa【ients．　The　CHOP 　regime 冂 has　bccn　conducted と1s　the　 standard 【neth 〔）d　f〔｝1
・

thc　trcatment　of 　non −Hodgikiパ slymphoma ，　The 　draft　version 〔｝f ［he　brochure 　 was 　prepared　based 　on 　infbnna−

tion　provided　by　tllc　pharmacoutica】 companies 　 and 　fro111　 the 　li芝eraturc 　in　 advance 、とind τhe　broohure　 was 　 re−

viscd 　 after 　 the 　drug　 consultations 　by　 clinical 　 pharmaeists、　 especially 　throug蓍l　thc　 monitoring 　 of 　 any 　 adverse

events ．　The 　revisions 　included　the　t孟me 　period　when 　 adversc 　evcnts 　might 　be　enc （，untered ： and 且he　methods 　to

help由e　patients　cope 　with 　such 　adveI
’
sc　eve 冂ts，　the　inidal　 symp 【oIns 　of 　such 　 adverg．　e　evcnts ，　 and 　 other 　poten

−

tial　problems．　By　using 　this　br〔〕chure ．　clinical 　pharmacists 　could 　conduct 　thc　drug　co 【isu ［tatlon　more 　elTectively

and 　accuratcly 　while 　also 　ensuring 　that 　patients　obtained 　a 　maximum 　unders 且anding 　of　1he　CHOP 　therapy　reg ト

nlen ．

　　Keywords　
．−

non −Hodgiki［1
’
s　 lymphoma ，　CHOP 　therapy，　drug　 inf（〕rmation 　brochure ，　pharmaceu且ical

carc 　and 　drug　consultation

緒 言

　神戸 大学病院［価夜内科 にお ける 入院患者の 大部分は 白

血病 も し くは 悪性 リ ン パ 腫の 癌患 者で あ り，当科 に お い

て は，癌患者 に 対
．
す る病名の 告知 お よ び抗癌剤 の 副作用

等 の 情報提供 を原則 と して 癌治療 が 行 わ れ て い る．当 科

に お い て は，非 ポ ジ キ ン リ ン パ 腫 （non −Hodgikin
’

s　lym −

phoma ：NHL ）が 多く，NHL に 対 し て は 標準的療 法 で あ

る CHOP 療法
｝が 採択 され て い る．　 CHOP 療法 の プ ロ ト

コ
ー

ル を図 1 に 示 した．CHOP 療法 は，シ クロ ホ ス フ ァ

ミ ド，ドキ ソ ル ビ シ ン，ビ ン ク リ ス チ ン ，プ レ ドニ ゾ ロ

ン 4 剤併用 の 化学療法 で あ り，図 1 に 示す よ う に， 1

クー
ル を14日間 と し，各 クール にお い て，第 1 日 目 に抗

癌剤 3 種類 を静
．
脈 内投与 し，第 1 日 目か ら第 5rl 目 に プ

レ ドニ ゾ ロ ン を経 口 投 与す る．標 準 的 に は 6 ク
ー

ル か ら

な り，前半の ク
ー

ル を入 院で ，患者 の 状態 に 合 わせ て ，

後半 の ク
ー

ル を ・
泊 人 院で 行う，

　CHOP 療法 に 関 し て は，　 NHL の 他 の 癌 化 学 療 法 と 比

較す る と，車篤 な 副 作 用 の 発 現 頻 度 は 低い と 認識 さ れ て

い る ．し か しなが ら，脱毛，便秘，手先 の し び れ な ど

† 兵 庫 県神戸 市 中央 区楠 】al
．
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QOL の 低 1・
．
を招 きや す い 網作 用

1−’
や ドキ ソ ル ビ シ ン に

よ る 心毒
’1’iな ど蓋 積 性 の 副 竹 用

1
が †1乏告 され て い る．一

旧 入 1；完の 採川 に 関 して は ，入 阮期 問 の 短 縮 に伴 い ，患 者

の QOL 向 1−．に 大き くy．献 した と さ れ る もの の ，
一・

方

vt
　医療従事者の 説明不足 と CHOP 療法 に 対す る 患 著

．

の 理 解不 足 か 指摘 され て い る ．

　 そ こ で 今回，梨剤管理指 甑 以 1・，月1謀 指導 と略す ！木

務の 標準化 と効率化，な ら び に CHOP 療法 に 対
．
す る 患

者 の よ り正 礁 な 理 角tを 目的 と して ．CHOP 　gFtJ に つ い て

の 「お県説明 書 1（改 定 7　
．HO を作 成 した．作戊 に あ た っ

て は，取 初 に，添弱文 書 を毟考 に した 初 版 を作 ，，服 東

指 阜業務
．一副 作用 モ ニ タ リ ン グ を と お して ．よ り含 目的

な 改 定弟
一

版 を作成 した．本稿 で は，改定第
．一．

版 の イ1　rk
過程 とそ の 内容 を紹介す る．

方 法

1．　 「お薬説明書」（初版）お よび （改定第
一

版）の 作成

　服薬指 呼升務 の 慓准化 と効 1 化，ならび に CHOP 療

法に 対す る 患者の よ リ IE 僻 な埋 解 を 目的 と し て ，　 CHOP

療法 に つ い て の 「お 爪 説 「月書 1（改定第
．
版）を作成 した，

イ
ノ

1成 に あ た っ て は，最初 に，添付文書 を
’
3 むに し，皋 剤

名，重 篤 な 副作 用，お よび，発 現頻度 5 ％ 以 Lの 副作用

を 「已載 した初版 〔図 2：〕を 作 り，脹薬指尋 業耳
．一
副作用モ

ニ ダ リ ン グ を とお して ，よ り合 H 的 な改定第
．一．

版 を作戊

した．

2． 「お 薬説明書」（初版）も し くは （改定第一版）を 用 い た

服 薬指導

　各 ノ
ール に お い て

T 投 弓・朋 IIま た は
’11

日 iこ患者 に 「お

X
−
li明書」 を 交付 し，服 く 指 亨を彳」 ・ た．　 CHOP 療法の

内容，副作用，尸 「書］投与 「†1の 注 冒 事 唄 （尿 の 着色，点滴

漏 れ ），支持療 ナ薬の 服薬意 義 と 用法用量 を 重 点 AJに r£

1．男した．さ らに ，各 ク
ー

ル に お い て ，投 5・後初期 に 拍邪

に ベ ッ ドサ イ ドへ 行 き，副作用 の モ ニ タ リ ン グ，攴持療

法 爪の コ ン プ ラ イ ア ン ス 碓，忍を行 ） た．以 後 は，患 者 の

理 解度 に 合 わ せ な が ら「お 梨説明書 1の 説明 を補足 した．

3． 副作 用 モ ニ タ リ ン グ

　 1
一
お 薬説明告」（改定第

一・
版）を作 成す る H 的 で，「お 泉

説明聿」〔f刀版〕を NHL 患者 に 交付 し た 後，副作用 モ ニ

タ リ ン グ を 彳」 っ た．」
ド成 ユ34卜4 月

一一12月 の 間 に CHOP

’呑 決 を 施行 し た NHL 患者25名（男性14名1，　女
’1
’
S　l1名冫を

対 家 と した，41齢 は 15 −．70歳 （半均 52．3歳〉で あ っ た．モ

ニ タ リ ン グ 項 ［［は   骨髄抑制（好 中 到丶減少，ヘ モ グ ロ ビ

ン 減少，［［II．小板戒少）
，

1 ）〕悪心 ・11區III，  脱 毛，  便 秘，

紅末消神茅苓障害 と した．

結 果
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J．　 「お 薬 説 明 書」（改定第
一

版）の 内容

　「お 家説明書 1〈改定第
一

版）を 図 3 に 示 した．「お 呆 説

HA書 1｛：初版）を用 い て 副 作用 モ ニ タ リ ン グ を 行 っ た 糸。 未

と 比 較 す る と，添 付 文 書 の み の 情 報 で は，多剤併 用 時 の

副 作 用 の 発現 頻 度 ，お よ びそ の 発 現 時期 に 開す る情報が

不十分で あ　た．また，目k薬指 専を行 う中 で ，r願 の み

で の 説明 や ，複数杖 に わ た る 薬 剤 情 報 提 伊 用 紙 の 配布 で

は，治療の プ ロ トコ
ー

ル や そ の 他 の 在 意事項，支持療法

薬 に つ い て の 患者 の 理角＋度が低 い と感 じられ た．こ れ ら

の こ と よ り，iお 薬説明吉 巨改定 帰
・
脚 の 記 戟 内 容 と し

て ，CHOP 搾 广 の プ ロ トコ
ール ，・Fな副作 用 け頁壕．の 「

幽卩j
い 副作用 ）　 Illll！作用 の お お よ その 旡現時期 とそ の 対1心 ，

重律 な 昌1伯用 の 初 期 lti伏，点痼 中の 注意宇項，そ の 他 の

1】
．
意 事項，支持療法薬の 作用

・
服 爪 怠義 に 閏 して ，なる

べ く簡潔 に分 か りや す く？現す る こ とが 必 要で あ る と判

明 した．なお ，副 作 用 モ ニ タ リ ン グ を通 して ，特 に重 要

と 考え られ た こ と を 以
．
1・
．
に 示 した．

　 1 ノ 骨髄抑制 は ほ ぼ すべ て の 症 例 で 発 症 し，投
．
与開始

後 7H 頃か ら 1
「．i．1現 し，10・一一14日の 間 に最低他 を示す傾向

が 多 く見 ら れ た ．

　2 ）脱
．
毛，便秘傾向に 関 して は ほ ぼ ．例 に 発現 し，便

秘 は廻 切 な下剤 の 使用に よ り，軽減，お よび 予防 が 口亅
．
能

で あ っ た．

　 3 ）重 駕 な イ レ ウ ス に よ り祐療 を 中．1．ヒした 例が あ り，

投薬 に よ っ て も便秘 が改 善 しな い 症 例 で は麻 痺性 イ レ ウ

ス を疑 い ，甲．期 に 治 療 を開 始 す る こ とが 重 ！久 で あ る と 考

え られ た ．

　各 己載唄 「1に つ い て は，箇条書 きで は な く，わ か りや

す く文章化 し，態者 自身が 岬 解 しや す い よ うに 心 力 け

た．卩己載内容 や，衣現 方法 に つ い て は 医師と協 義の 上 決

定 した．

2． 服 薬指導業務の 主 観的評価

　 こ れ まで の CHOP 疳 法 に お け る 服豪 指導業務 の 中で

は，複数の 配布資料（抗癌剤，支持療法 へ ｝を交付 して い

た．また，口 頂 の み で の 指 卑も存／l した た め ，指導内容

が 統
一

され て い な か っ た こ とガ 団題 と して 挙げ られ て い

た．今回，
一

枚 の 「お 爪 説 明 雫 」〔改定第
一

版 ）を ベ ース

に し て 指 専汁 画 を立 て た こ と で ，質 を損 うこ と な く効 率

よ く指導 を行 うこ と が可 能とな っ た と思 わ れ た．そ の た

め，投与量の チ ェ ッ ク や，患者個 々 の 理 解度 に 合 わ せ た

追 加 説 明 に 力 を人 れ る こ とが で きた．さ らに は ，説明書

の 内 容 に 関 す る 患 各 か ら の 質問 〔脱 毛 は 必 ず 起 こ る の

か，心臓 に 影響 が あ る の は どの 薬 か，な ど）が 増 え，患

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
i　CHOPI　“　　　　　　　　　　　　　　　　day　　1

シクロボス フ ァ ミド（CPA ）750mg ／m2 　d、i．v．　　 ●

ドキ ソル ビシン （DXR ）　 50mgfm2　 d．i．v．　　 ●

i ビン クリス チ ン （VCR ）
il ．4mg ／m2 　 i．v．　　　 ●

…
1プレドニ ゾロン （PSL ）　 100mg ／body　po 　　 O
＊VCR 　 mex 　 2mg ！b・tiy

2

o

3

○

4

o

5

o

鷹

ー
終
警

薩

　　　　，　　 mu　anzattt・　　，　，　　 ，
　 ＊ 　1クー

ル 14日
廠　　，樽　轍慝　“　緬　転げ〃　　、ぐ　，　、ttゴド　，吁　　　　　　　，　　　　， 無 　 as　 2　w

〈 CHOP 療法施行 の
一例〉

ク
ー

ル 1
　 3
　 ●

　 ooooo

2　 　 　　 　 3
：　　　　 ：
● 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ●

OOOGO 　　 　　 　 　　 　 ODODD

Day　

　　　

　　　

4
　

　

O

　

　

O

　

　

O

　

　

O

●

●

●

O

65
　

　

O

　

　

O

　

　

O

　

　

OO

●

●

D

　

　

O

　

　

O

　

　

O

　

　

O

●

●

●

O

図 1．宇II1戸 大学病 院 に お け る B［WEEKLY 　C ［
．10P 劇 去

1

爾

000 　お薬サ ン プル表 　 OOO

　　　神戸　太郎　殿

現 在 、治療 に用い られ て い る お薬に つ い て の 情報 で す。

図 2．CI10P 療法 に つ い て の 「
．
お 薬 説明 書」〔初 版 ）
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CHOP 療法を受 けられる方 へ 血液囚 科 榮事

漏 繍
・
畿 灘 器・驪 纂1舞變譱昌溝 lil：；

・

お 薬の 説 明

霊纛 盛め 貳屶纛ト砺 齣 鮎 ξ

爨鑼靉1蓑葦爨i
　　　　　　　　　　キ
　 T お1 の

．駐．を名　〔咼品 E，　）

これ らの お薬 の 主ほ 副作 用

凾

墮

脱 毛

塵

7 〜t4 日頃か ら白 血球が 減る ことがあ りま す。そのため 、
風 邪を ひ きや すく な っ た り 、熱 が出 た り する こ とが あり誄す．
手洗 いL うがい 、歯みがきを し っ か り行 っ て くだ さい。

点滴白 後
〜

数日 気分が悪く な っ た らすぐ に 吐 き気止 めの 処置

を行 いますの で、医師、また は右 奪帥に 串し出て くだ さい 。

2〜3 週間 後に 脱 毛がお こ ります
．
．洽 療が終 了した ら、数 ワ 月

で回 復 します．

数 日後 より 、便 が出 にく くな る ことがあ ります。抗 がん剤 治療

中 はお通 じをよ く して おく ことが大 切です。使秘 ぎみだ と感じ

た ら．放 置ぜ ず、申 し出て くだ さい。お 薬で 対臨で きますt．

麩 め
．
⊆び司　手先の しび れを感 じる ことがあります。治療を繰 り返す ことに

　 　　 　　 　　 しびれ の 範 囲が広が るこ とがあ りますが ．たい て い は治 療終了

　　　　　　　後 数 ヵ 月で 徐々 匚 改善され ます。治療中 1こ物 をつ か み に く い 、
　　　　　　　手 足に 力が入り 1こくい 、な ど と感 じるよ うで した ら牢し出て く

　 　　 　　 　　 ださ い．

粘 膜 瞳 害 組 織の 粘膜が 驍ついて 、ロ Pt．炎，胃潰 瘍、
．
ト
．
痢な どをお こす こ

とがあ ります。

点 滴叩の 注意

＊ 膀 胱炎、弩膝 詈の 予賍 のため に 充分な 輸液 を Althll入れて い ます。
判 腕 か ら 入 れ る場自 1 点 滴 q」は腕 を動か

、
崋
．
奪 L．、で くだ さい．お薬 が漏 れた邪 兮に 炎症が

起こることがあ ります．痛 み を感 じた現呂 は可 く
’
に 医帥 、看 護師 に知 ら ttて くだ さい

そ の他注 意事 頃

＊尿 の 色が亦くなるこ とがあ り ますが、お薬の色で
．
すので心 配あ りませ ん．

＊ i非尿時に痛みが あったり、喞が混ざ っ ていたり した 陽合は すぐに 申 し出て くだ さい，．
T 　／Lh　vaがどきど 1 したり、胸 が痛 くな るよ うな こと：が あれ ば、治僚 終了 艇であ っ て E、
すぐに 医師、よた IJ看謾師 に 巾し出て ください ，

抗 がん剤 の副 作用 をやわ らげ てくれ る薬

＊ こ れ らも冶療をfi全 1［1コ うたの ［ 大切 な お鑾で す、伏阪
．．「［fitじて内容 や 飲み方 が

　 変 わ って く る こ と が あり ま ずが 、医 巳死の F邑示 に 従
．）て くださ い．

宗お薬の 名前は異なる場畠びあります。

匯
・・・… 抗が繍 に よ り粘99が慯つ い て 讃 瘍 がで き る の を防ぐ

　 　　 　　 　　 　 广ご．Mlこ服 用 し ま す。
ザ イロ リック

・…
　 悪い 細胞の残骸、尿難を忤りすぎないよう1こします．

ウ ラ リ ッ ト
・・…

　　で き て しま った 尿 酸 を体の 外 へ ．出て い き矯す く し ます．
ビ オ フ ェ ル ミ ン T、：・・お な わ

、
の 調 子 を整え ます。

．イ ソ ジン ガー刎 ・・
ロ の 中を殺菌 ・

消 毒 し、感染 を 防 ぐ うがい 薬 で す ．
酸 化マ ダネ シ ウム

・・便をやり ら か くし ま す ．
ブル ゼニ ド ・・…　 便通をよ くします．
TJ司Otトアミ〃 エンレ ・・熱を下げたり、痛みをやわらげたり します e

G−CSF 製剤 ・…　 　 白血球 を士げ る注射薬で す 、骨髄 の 中で 白血球 を

　  ζ．フ　　　　　作る際に腰痛がおこることがあります．　，　で　ト．凵ン　．，

抗 がん 剤の 滄療 によ っ て 起 こ る 副 作用 に は佩 人 差があ りま す。また 、副件

用 が起 こ っ た として も、癧 状にあ わせて 適切 な処置 を行い ま すの で 、少 し

で も症 状の 変 化に気 がつ い た ときは す ぐ に 医 師 、看護師 、また は 、薬 剤師

に 申 し 出て く ださ い t．
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 神 戸大 学病院 　血液 内科 ．．．’薬剤 9G

図 3，CHC）P 療 法 につ い て の 「お薬 」兄明 着」1．改 言1
．
第
一・版 ：：

者 の 理 解 度 の 確認 や ノ志1者 と の コ ミ ュ ニ ケ ーシ 1ヨ ン もと り

や す くな・
コ た．

3． 退 院後の 副作用発現 に 対する フ ォ ロ
ー

　 1お 薬説明吉」1（改定第
一

版）を用 い た 服薬指導 に よ り，

退 1死後 に ドキ ソ ル ビ シ ン に よ る と考
．
え られ．る心．毒性 を早．

期 発．見 で き た症 例 を
一

例 経験 した の で 紹 介す る．こ れ ま

で は 退 院 11寺に 口頭 に て 再度指導 を行 っ て い た が，文書 に

て 対処
．
方法 を明 記 した こ とで，退 院後に お い て も冷 静

に，迅 速 な対 応 が で き た もの ！ 考え られ．る．

　【症 例 】45歳，
．
女性．既 往 歴 な し．病 変 ：尢 鼡 径 部 リ

ン パ 節．．人院中 CHOP 療法 4 ク
ー

ル 施彳了後， 5 ク
ー

ル

目 よ り
・
泊入 院へ 移 行 の た め

一
時退院，在宅 r冖に 胸部 辻

和 感 を覚 え た が ，　「お 薬 説 明 書 」〔改 定第
一一版 ）の 記載 に

従 っ て外来 受診時 に医師に報告．心 電 図 ヒ，心 房
．
細動 を

指摘 され た ．ドキ ソ ル ビ シ ン に よ る心 毒性が 疑わ れ，以

後，心．毒性軽減 囗 的で ， ドキ ソ ル ビ シ ン を テ ラ ル ビ シ ン

へ

．
変更 して 治療続行．現右．6 ク

・．．一ル 終了後半年 が 経過 す

る が，心 房細 動 の 症 状 は悪 化 して い な い ．

考 察

　「
．
お 薬説明書」〔改定第

一
版）の 交付 に よ 1’）　’患者 か らの

質問 が 多く寄せ ら れ る よ うに な っ た と 感 じ取 れ た ．そ の

理 lkと して ，副作用の 初：員加蕾状等 をわ か りや す く文章 fヒ
し た こ とで 患者の 理解度が 向 トし，治療 に 積極．的 1に参 JJ［

．
「

す る とい う意 識が 向上 し た こ と，また，説 明書二を通 じ て

患者 との コ ミ ュ ニ う
．．一

シ ョ ン が 図 りや す くな・
っ た こ と，

な どが 考
．
え られ．た．ま た，蓄積毒性 に 関す る 情報 を 明 1．，己

した こ とで ，退 院 後の 副 作用 発現 に 対す る．態者の 不安 を

軽減 し，さ ら に は 重：篤 な副作用 の 早．期発見が 可能 とな っ

た と思 わ れ た．以 ［
．．．の 結 果 は，服 薬 指導業

．
務担 当 者の 卞

．
観的評 価 で あ り，今 後，患 者，患 ．者 の 家 族 ，医 師 ，看 護

師 な ど を対象 と した：ア ン ケ ー
トを 実

．
施 し て 客観的司こ価 を

行い ，そ の 評価 に 応 じて ，「お 薬説 1．男害
：．．1（改定第三1版）を

作．成 す る 予 定で あ る ．

　 こ れ まで は，・席 化 学 療 法 施 行、愚 者 に対 す る 川乏薬 指 重尊に

お い て ，個 々 の 薬剤 に 関 す る 副 作 用 情報提供 が 」、三で あ

り，プ ロ トコ
ー

ル 別の 「お薬説明書
：．．1をfi，．　fikした樶

．
告は

N 工工
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少な い ．しか し，多斉1］併用 の 癌化学療法 に お い て は ，プ

ロ トコ
ール （併用薬，投 5．量，期 間，回 数冫に よ り副 作 用

の 発 現 の 仕方が 異 な る．患者 か らの 質問 は 発現時期，お

よび 回復時期 に つ い て の もの が 最 も多く，そ の 対応 は 経

験 に よ る音ll分 が 大 きい ．した が っ て，　 CHOP 療法 の よ う

に 使用 頻 度が 高 く，副 作用 の 発現 に
一・

定 の 傾向が 見 られ

る もの に 関 して は ，プ ロ トコ
・一ル 別 の お 薬説明書の 作成

が 1．1∫能 で あ り，服薬指導業務 の 標準化 に も有用 で あ る と

考え ら れ る ，今後 は，こ の 点 に 関 して も客観的評価 を 行

う予 定 で あ る．

　今後 も さ ら なる デ
ー一ダ の 収集 を 行 い ，「お 薬説明書一1

の 内容 を 充実 させ る と と もに ，他の プ ロ トコ
・．一ル に つ い

て も，こ の よ うな お 薬説明書 の 作 成 に つ い て 検討 を して

い きた い と考 え て い る．
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